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ABSTRAK 
 

Shelda Diva Pragita. 2024. Analisis Morfosemantis Fukugoudoushi ~kaeru 「～

返る」dalam Media Sosial “X” (Twitter). Skripsi. Program Studi Pendidikan 

Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bentuk dan makna fukugoudoushi ~kaeru 

dalam media sosial “X” (Twitter).  Hal ini dilatarbelakangi oleh fukugoudoushi 

~kaeru dalam bahasa Jepang dapat membentuk makna yang berbeda sesuai dengan 

verba pembentuknya dan konteks kalimatnya. Analisis jenis verba yang digunakan 

berdasarkan teori klasifikasi verba menurut Matsuoka, analisis makna menggunakan 

teori makna fukugoudoushi ~kaeru menurut Sugimura, analisis perubahan makna 

berdasarkan teori klasifikasi perubahan makna menurut Sutedi, dan analisis 

hubungan komponen makna berdasarkan teori Kageyama. Data pada penelitian ini 

disajikan menggunakan metode analisis deskriptif dengan teknik pengumpulan data 

berupa teknik simak catat dan teknik analisis berupa teknik bagi unsur langsung. 

Data yang didapatkan sebanyak 30 data. Berdasarkan hasil analisis maknanya 

terdapat 2 makna kembali ke arah pergerakan, 2 makna membalikan benda dari 

depan ke belakang, 2 makna refleksi, 3 makna subjek menoleh ke belakang, 2 

makna hidup kembali, 3 makna kembali ke awal mula, dan 16 makna situasi yang 

ekstrem. Berdasarkan hasil analisis perubahan maknanya terdapat 9 data 

mengalami perubahan makna dari umum ke khusus, 12 data tidak mengalami 

perubahan makna, dan 9 data mengalami perubahan makna dari konkret ke abstrak. 

Dan terdapat 4 jenis hubungan makna komponen pembentuk fukugouodoushi 

~kaeru. Pada penelitian ini makna fukugoudoushi ~kaeru yang paling banyak 

ditemukan adalah makna situasi yang ekstrem. 

 

Kata Kunci: Analisis, Fukugoudoushi,  ~Kaeru 「～返る」, Media Sosial, “X” 

(Twitter), Kalimat Bahasa Jepang 
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ABSTRACT 

Shelda Diva Pragita. 2024. Analysis Morfosemantis of the Fukugoudoushi ~kaeru 

「～返る」in Social Media “X” (Twitter). Thesis. Japanese Language Education 

Department. Faculty of Language and Arts. Univesitas Negeri Jakarta. 

 

The research aim is to find out the form and meaning of  fukugoudoushi ~kaeru in 

social media “X” (Twitter). Background of the research bound around 

fukugoudoushi ~kaeru in Japanese sentences that can form different meanings 

according to the verb they form and the context of the sentences. The analysis of 

verb classification is based on Matsuoka's classification theory of verbs, the 

analysis of meaning is based on Sugimura's fukugoudoushi ~kaeru, the analysis 

meaning change is based on Sutedi's theory, and analysis of meaning component 

relationships based on Kageyama's theory. The data in this research is presented 

using descriptive analysis method with data collection technique is (simak catat) 

technique and the analysis technique is (bagi unsur langsung) technique. The data 

obtained are 30 data. Based on the results of the meaning analysis, there are 2 

meanings of returning to the direction of movement, 2 meanings of turning objects 

from front to back, 2 meanings of reflection, 3 meanings of the subject looking back, 

2 meanings of reviving, 3 meanings of returning to the beginning, and 16 meanings 

of extreme situations. Based on the results of the analysis of changes in meaning, 

there are 9 data experiencing changes in meaning from general to specific, 12 data 

do not experience changes in meaning, and 9 data experience changes in meaning 

from concrete to abstract. And there are 4 types of meaning relationships of 

components forming fukugouodoushi ~kaeru. In this research, the most common 

meaning of fukugoudoushi ~kaeru is extreme situation meaning. 

 

Keywords: Analysis, Fukugoudoushi,  ~Kaeru 「～返る」, Compound Verbs, 

Japanese Sentences. 
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ソーシャルメディア "X" （Twitter）における 

複合動詞「～返る」のモルフォセマンティクスによる分析 

ジャカルタ国立大学 

Shelda Diva Pragita 

sheldadiva17@gmail.com 

概要 

A. 背景 

日本語の語彙は方法、基準、視点に基づいて分類される。岩渕に

よれば、日本語の語彙はその起源にから見れば、和語、漢語、外来語

の3種類に分けられる(Sudjianto & Dahidi, 2022:99)。日本語にはインド

ネシア語に訳すと似ている意味になる語彙がたくさんあるので、日本

語学習者が日本語の語彙を覚えるのは大変なことである。日本語の文

法的な特徴は、動詞、形容詞、形容動詞、名詞、福祉、連体詞、接続

詞、感動詞、助動詞、助詞など10の語種に分けられる。野村は、動詞

は何かの活動、存在、状態を表すために使われ、動詞は活躍し、それ

自体が述語になることができると言ている。 

言語学の分野では、単語を様々な形に形成する過程を形態論と呼

ぶ。Ghozali 及び Khoiriyatunnisa によると、形態論の過程は新しい形を

生み出すだけでなく、新しい文法的意味や意味も生み出す。基本的な

意味は語彙的意味と呼ばれ、文法的意味は意味論の分野で研究される。

日本語には多くの語形成過程があるが、その一つに動詞の形成過程が

ある。寺田によれば、動詞の形成は複合動詞、派生語としての動詞、
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補助動詞に分けられる(Sudjianto & Dahidi, 2022:150)。 

寺田が提唱した3つの動詞の形に基づいて、本研究で取り上げるの

は、2つ以上の単語の組み合わせから形成される動詞である複合動詞で

ある。田中が2004年に雑誌『愛知大学言語と文化』第10号に発表した

調査によると、日本語の語彙で最も多いのは複合動詞である。森田

(1991) の調査でも39.29%が複合動詞であった。これは、複合動詞が日

常生活でよく使われていることを示している。これらのことは、複合

動詞が日常生活でよく使われていることを示している。 

複合動詞とは、名詞、形容詞、副詞が組み合わさって一つの単語

となった動詞のことである。複合動詞の意味は、それぞれの構成語に

遡ることができる。日本人の日常生活では、口頭でも文章でも複合動

詞がよく使われる。X 「Twitter」、 「Facebook」、 「Instagram」 など

のソーシャルメディアでは、複合動詞が使われている。 X 「Twitter」 

は2006年7月のサービス開始以来、日本で最も利用されている。ソーシ

ャルメディア X 「Twitter」で見られる複合動詞のひとつに「返る」が

ある。以下はソーシャルメディア X 「Twitter」で見られる例文である: 

（例文１） 

5年経ってもふと原点に立ち返る夜がある、素敵。LIVEも待ち遠しい

ね… 

(@xoxleoxox, 12 september 2023) 

例文（１）では、動詞1（V1）の「立つ」と動詞2（V2）の「返る」

がある。「立つ」は自動詞、意志動詞、動態動詞である。「返る」は
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自動詞、意志動詞、動態動詞である。この2つの動詞は、「初心を思い

出す」を意味する「立ち返る」に活用される。この「～返る」に含ま

れる意味は、何かを原点（出発点）に戻すということである。 

（例文２） 

ステンカラーコートはトレンチコートから派生したレインコートの一

種で、後ろの高い衿腰から前に向かって下がるように折り返る一枚襟

が特徴のコートです！… 

(@500Armoroto200, 11 september 2023) 

 

例文（２）では、動詞1（V1）の「折る」と動詞2（V2）の「返る」

がある。「折る」は自動詞、意志動詞、動態動詞である。「返る」は

自動詞、意志動詞、動態動詞である。この2つの動詞は、「立ち返る」

に活用される。この「～返る」に含まれる意味は、物を前から後ろに

向けるである。 

複合動詞「返る」は、形成する動詞や文の文脈によって異なる意

味を形成することができる。したがって、筆者は、日本語学習者が

「返る」という複合動詞を理解するために、「～返る」という複合動

詞を形態論的、意味論的にさらに検討することが重要であると考えて

いる。このような背景を踏まえて、筆者は「ソーシャルメディア『X』

（Twitter）における複合動詞としての～返る動詞の形態論的意味論的

分析」に関する研究を行う予定である。 
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B. 問題提供 

以上の背景に基づいて、本研究の問題提供は次の通りである： 

1. ソーシャルメディア「X」（Twitter）における複合動詞「～返る」

の形態素形成過程はどうだろうか。 

2. 「返る」という動詞はと共に活用すると複合動詞になるのはどのよ

うな動詞だろうか。 

3. ソーシャルメディア「X」（Twitter）における複合動詞「～返る」

はどんな意味も持っているか。 

4. ソーシャルメディア「X」（Twitter）における複合動詞「～返る」

と共に活用する動詞の意味はどのように変化したか。 

5. ソーシャルメディア「X」（Twitter）における複合動詞「～返る」

の構成要素としてのV1とV2の意味関係だろうか。 

C. 解決 

本研究では、記述的定性的方法を使用した「Simak Catat」というデ

ータは収集である。データは形態論的に分析され、動詞分類が決定さ

れ、意味論的に複合動詞の意味が決定された。さらに、分析するデー

タはソーシャルメディア「Ｘ」（Twitter）からされた取得された。分

析されたデータの合計30データである。 

複合動詞「～返る」のモルフォセマンティクスによる分析の結果

から以下のことがわかった： 
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複合動詞「～返る」の動詞分類 

動詞分類 データ番号 

自動詞＋自動詞＝自動詞 
2, 3, 4, 5, 6, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 

14, 18, 21, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 

28, 29, 30 

他動詞＋自動詞＝他動詞 15, 16, 19 

他動詞＋自動詞＝自動詞 1, 7, 17, 20 

意志動詞＋意志動詞＝意志動詞 
1, 2, 3, 4, 5, 7, 15, 16, 17, 18, 19, 

20, 22, 24, 26, 27, 28, 29 

無意志動詞＋意志動詞＝無意志動

詞 

6, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 21, 23, 

25, 30 

動態動詞＋動態動詞＝動態動詞 1, 3, 5, 6, 7, 15, 17, 19, 20, 22, 24 

状態動詞＋動態動詞＝状態動詞 
2, 4, 8, 9, 10, 11, 12, 14, 16, 18, 

21, 23, 25, 26, 27, 28, 29, 30 

状態動詞＋動態動詞＝動態動詞 13 

 

 複合動詞「～返る」の意味 

意味 合計 複合動詞 

屈曲 2 反り返る、巻き返る 

反転 2 寝返る、折り返る 

反射 2 跳ね返る、照り返る 

顧視 3 振り返る、見返る、向き返る 

復活 2 生き返る、吹き返る 

復帰 3 立ち返る、流れ返る、飛び返る 

極限 16 

静まり返る、沸き返る、呆れ返る、煮

え返る、溢れ返る、読み返る、打ち返

る、湧き返る、冴え返る、しょげ返

る、染み返る、泣き返る、煮え返る、

力み返る、割れ返る、むせ返る 
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その結果、極限の意味が16件と最も多いことから、極限の意味は

よく使われる複合動詞の意味であることがわかった。 

複合動詞「～返る」の意味の変化 

意味変化 合計 

特殊化→縮小 9データ 

意味変わらず 12データ 

具象→抽象 9データ 

 

複合動詞「～返る」の意味の関係 

前項部と後項部の意味関係 複合動詞 合計 

手段 : V1 することによっ

て、V2 

生き返る、見返る、向き返る、

割れ返る 
4 

様態 : V1しながらV2 - 0 

原因 : V1の結果、V2 照り返る、溢れ返る、湧き返

る、しょげ返る、染み返る、力

み返る、むせ返る 

7 

並列 : V1かつV2 振り返る、立ち返る、寝返る、

跳ね返る、吹き返る、流れ返る 
6 

補文関係 : V1という行為・

出来事を（が）V2 

反り返る、折り返る、静まり返

る、沸き返る、呆れ返る、煮え

かえる、巻き返る、読み返る、

打ち返る、冴え返る、飛び返

る、泣き返る、消え返る 

13 

 

D. 結論 

本研究の結論は次である。 

1. 複合動詞「～返る」の形成は「～ます」の連用形に前項部（V1）

を変え ることである。 
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2. 複合動詞「～返る」は自動詞、他動詞、意志動詞、無意志動詞、動

態動詞、状態動詞の特徴を持つ動詞の組み合わせで形成される。 

3. 意味の面から見れば、複合動詞「～返る」は「極限」の意味でよく

使用される。 

4. 意味変化の７種類のうち分析されたデータは意味が変わらなかった

り、特殊化ものから縮小ものに変化したり、具象ものから抽象もの

に変化したりことがわかった。 

5. 複合動詞「～返る」の前項部と後項部の意味関係四つ型がある。 
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